










な IC 学生証出席管理システムの構築を試み，実際に運用検証した。本システムは，3000 円以下の非
接触式カードリーダー，ノートパソコンおよび Excel 上で動作するツールで構築されている。手続き
は，初回の講義時に IC 学生証の物理的な ID (IDm)を登録し，2 回目以降は IC学生証をカードリーダ
ーにかざすことで Excel の名簿上に打刻（日付と時刻を記録）した。初回の IDm登録時には一人当た











方，紙媒体を用いる方法もいくつかある。まず，履修票を学生 1 人に 1 枚ずつ配布し，学籍番号と氏
名を記入させる方法がある（履修票法）。履修票法は，富山大学杉谷キャンパスでは専用の用紙が用意
































2017 年（平成 29 年）現在，富山大学では学生証として FeliCa による IC 学生証を採用している。こ
の IC学生証には，学生の学籍番号，氏名の他，学内で使用可能な電子マネーの情報などが書き込まれ
ており，個人情報が含まれている。しかし，FeliCa の IC には，上記の個人情報とは別に，IDmと呼ば
れる IC の識別情報が存在している。IDmは，IC チップ製造時に IC チップそのものに記録された固有
の製造番号であり，一度記録された IDmは書き換えることはできない。IDmは 8 byte（16 桁）の数字
および文字で構成されており，一つ一つの ICに独自の IDmが割り振られているため，同じ IDmは存
在しない。これらのことから，IDmは固有 ID としての応用範囲が広く，この ID 番号を使ったアプリ
ケーション・システムが広く普及しており，無償のツールも配布されている。従って，個々の学生証
の IC に固有な IDm を用いれば，学生証に記録されている個人情報には一切アクセスせずに講義への
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非接触式カードリーダーによる学生の出席管理方法




３.1. ハードウエア  
検証に用いたノートパソコンおよびタブレットパソコンの一覧を表 1に示す。ノートパソコンは東
芝 Dynabook Statellite T30および日本ヒューレットパッカード HP Mini 5103 である。タブレット
パソコンは，Microsoft Surface Pro4 CR3および Lenovo IdeaPad Mix10 である。  
IC カードリーダーは，非接触 IC カードリーダー・ライター PaSoRi (RC-S380, Sony, 東京)を使用
した。このカードリーダーは，USB でパソコンと接続でき，標準でドライバおよび基本ソフトエアが
付属している。カードリーダーに付属の基本ソフトウエアは，実際に出席記録システムとして使用す
る前の動作確認のみに使用した。2017年 9月現在，PaSoRi (RC-S380)の販売価格は，店頭価格で 2,700
円前後，通販価格では 2,500 円前後となっている。 
表 1. 検証に用いたパソコンのスペック等






Windows XP  (32 bit） 1.6 GHz 2 GB 2007 
日本ヒューレッ
トパッカード 
HP Mini 5103 Windows 7 Pro (32 bit) 1.5 GHz 2 GB 2010 
マイクロソフト Surface Pro4 CR3 Windows10 Pro(64 bit) 2.4 GHz 8 GB 2016 






Excel および Manica Excel Tool（株式会社ハヤ
ト・インフォメーション，東京）を組み合わせ





図１. ハードウエアの組み合わせ例  





である：http://www.hayato.info/manicatool.htm）。Manica Excel Tool は，Excel 2007 または Excel 2010
上での動作確認がされているが，2017 年 9 月現在，Excel 2016 でも出席管理システムとしては問題な
く動作している。
３.３ . 検証方法
検証期間は，2013 年 4 月から 2017 年 7 月までの 4 年 4 カ月である。対象学生は，富山大学医学部
医学科，看護学科および薬学部の 1～2 年生で，対象科目は行動科学（2013 年 4 月～2017 年 7 月）お
よび心の科学（2017 年 4 月～2017 年 7 月）とした。いずれの科目も講義形式の科目であり，実験，実
習および屋外活動は含まれない。行動科学の受講者数は 79 名から 129 名（平均 99.8±15.2 名）であっ
た。一方，心の科学は単年度のみの検証であり，受講生は医学部 171 名，薬学部 87 名であった。
手続きの流れを図 2 に示す。まず，講義
開始前にハードウエアとソフトウエアを









をコピーして Manica Excel Toolを含む Excel シートにペーストし，Manica Excel Tool が使える名簿を
準備した。その後，Excel のツールバーから「アドイン」を選択し，カードリーダーの設定で Sony社
のリーダーを使用するにチェックを入れた。これにより，Sony社のカードリーダーと Excel が Manica 
Excel Tool を介して連結される。名簿が















行う．2 回目の講義以降は，学生が IC 学生証をカードリー
ダーにかざして打刻し，講義終了後に教員が事後処理を行
う作業の繰り返しとなる． 






































講義時に学生証を忘れた者が 1 科目あたり最大で 4 名いた。この場合は，2 回目以降の講義開始前に
IDm の登録を行った。初回講義時の IDm 登録に要する時間は 9 分から 20 分とばらつきがあるが，こ







れは受講学生数に依存すると考えられ，100 名規模の講義であれば 15 分から 20 分程度であった。ま
た，学生一人当たりの IDm登録時間は，およそ 10 秒前後であった。なお，後述するが IDmの登録時
に学生が他人のセルに登録してしまう例があり，その場合はやり直しをする必要があるために一人当
たりの IDm登録時間が長くなる傾向にあった。
表２. IDｍの登録に要した時間  
科目名 年度 対象学生 受講者数 IDm登録時間（分） IDm登録時間／人（秒）
行動科学
2013
医学科 107 18 10.1
薬学部 111 15 8.1
看護学科 80 12 9.0
2014
医学科 105 15 8.6
薬学部 129 20 9.3
看護学科 83 11 8.0
2015
医学科 106 18 10.2
看護学科 84 13 9.3
2016
医学科 104 17 9.8
薬学部 102 20 11.8
看護学科 79 9 6.8
2017 薬学部 108 16 8.9
心の科学 2017
医学部 171 25 8.8
薬学部 87 18 12.4
４.２ . 出席記録時間
およその出席記録時間は，いずれの講義においても 5 分程度であった。同時に資料を配布した場合

















４.４ .２ . IDmの文字「E」により指数変換される：Excel には，セルへの入力を文字列や数値として自
動認識する機能がある。この機能により，IDm に含まれる「E」という文字が指数を意味すると誤解
され，8 bit（16 桁）以上の数値として記録してしまう不具合が，2017 年度の入学生より発生した。こ
の不具合の予防策として，IDmを登録するセルについては，事前に書式設定で「文字列」指定をする
ことにより解消可能であることを確認している。
４.４ .３ . 不正行為：学生証をカードリーダーにかざし，そのまま出席しないで退室する学生が一定数
存在する。この不正行為を確認するため，2017 年度開講の「心の科学」において，一度だけ講義開始
前の出席記録とは別に，講義終了時に出席記録を行った。医学部では，その日の講義開始前の出席者





席管理が可能であることが明らかとなった。本法の特徴として 1) 一般的なパソコンと Excel 以外の設
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